
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
新
商
品
。
ま
た
、
社

員
と
し
て
組
合
員
と
し
て
、

労
働
条
件
に
も
関
わ
る
大
変

重
要
な
施
策
の
変
更
と
な
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

改
正
に
あ
た
り
、
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
繋
げ
る

た
め
、
事
故
、
ト
ラ
ブ
ル
の

無
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

【
ダ
イ
ヤ
改
正
日
】

２
０
１
７
年
10
月
14
日
（
土
）

上
野
東
京
ラ
イ
ン
（
常
磐

線
直
通
列
車
）
の
増
発
、
常

磐
線
特
急
列
車
の
利
便
性
向

上
、
混
雑
緩
和
を
中
心
と
し

た
ダ
イ
ヤ
改
正
で
あ
る
。

【
ダ
イ
ヤ
改
正
の
主
な
内
容
】

・
上
野
東
京
ラ
イ
ン
（
常
磐

線
直
通
列
車
）
の
増
発

・
常
磐
線
特
急
「
ひ
た
ち
」

「
と
き
わ
」
利
便
性
の
向
上

・
通
勤
時
間
帯
の
混
雑
緩
和

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、

会
社
の
発
展
を
と
も
に
労
働

条
件
の
維
持
・
向
上
に
繋
げ

て
行
く
こ
と
を
運
動
の
原
点

と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

も
、
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
利
便

性
向
上
な
ど
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
重
要
な
施
策
で

あ
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ
た
っ
て

は
、
第
一
に
、
お
客
さ
ま
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

成
功
に
努
め
て
い
こ
う
。

安
倍
晋
三
首
相
は
臨
時
国

会
冒
頭
の
９
月
２
８
日
、
衆

議
院
を
解
散
す
る
と
表
明
し

た
。
１
０
月
１
０
日
公
示
・

２
２
日
投
開
票
と
の
衆
議
院

選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

選
挙
の
争
点
が
曖
昧
で
あ

る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
安
倍

政
権
、
約
４
年
９
か
月
の
実

績
に
対
す
る
評
価
を
問
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
組
合
を
組
織
す
る
私

た
ち
は
、
働
く
者
の
連
帯
と

団
結
に
よ
っ
て
真
面
目
に
働

く
者
が
正
当
に
報
わ
れ
る
社

会
に
近
づ
け
る
た
め
に
大
切

な
１
票
を
行
使
し
よ
う
。

先
人
の
労
苦
に
よ
っ
て
築

き
上
げ
ら
れ
た
選
挙
制
度
は
、

日
本
の
未
来
を
変
え
ら
れ
る

大
切
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

選
挙
で
１
票
を
投
じ
る
こ

と
は
、
義
務
で
は
無
く
大
切

な
権
利
で
あ
る
。

１
票
を
ム
ダ
に
す
る
こ
と

な
く
有
権
者
の
大
切
な
権
利

を
非
自
民
反
共
産
と
し
て
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
巻
く
政
治
情
勢
は
、

自
公
連
立
Ｖ
Ｓ
民
進
、
共
産
、

自
由
、
社
民
の
４
野
党
共
闘

の
流
れ
か
ら
小
池
（
東
京
都

知
事
）
率
い
る
希
望
の
党
と

の
共
闘
が
囁
か
れ
て
い
る
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
一
員
と
し
て
連

携
の
取
れ
た
衆
議
院
選
挙
の

対
応
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

★
Ｊ
Ｒ
連
合
・
推
薦
議
員

・
最
重
点
候
補：

Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
に
所
属
す

る
前
議
員
・
候
補
者
。

・
重
点
候
補：

「
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
所
属
す
る
前
議
員
・

候
補
者
。

・
一
般
推
薦
候
補：

右
記
以

外
の
推
薦
候
補
者
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

２
０
１
７
年
10
月
14
日(

土)

ダ
イ
ヤ
改
正
を
成
功
さ
せ
よ
う

本
人
希
望
に
基
づ
く

制
度
の
運
用
を
！

本
部
は
、
８
月
２
２
日
、

解
明
お
よ
び
改
善
に
関
し
て

第
１
回
目
の
交
渉
を
行
っ
た
。

先
の
交
渉
で
解
明
し
き
れ

な
い
項
目
や
新
た
に
生
じ
た

解
明
点
な
ら
び
に
改
善
点
、

併
せ
て
職
場
討
議
活
動
等
で

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
新
た
な

疑
問
点
や
改
善
要
求
点
を
集

約
し
て
第
２
次
、
改
善
要
求

の
申
し
入
れ
を
９
月
５
日
行
っ

た
。申

し
入
れ
の
趣
旨
は
、
急

激
な
世
代
交
代
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
よ
り
効
率
的
で
生

産
性
の
高
い
業
務
執
行
体
制

の
構
築
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
の

働
き
甲
斐
の
向
上
。
来
年
４

月
か
ら
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
解
明
と
改
善
要
求
を
し
た
。

第
２
次
の
改
善
要
求
は
、

需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
。
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。
有
資
格
者
の
助
役
エ
ル

ダ
ー
へ
の
発
令
。
エ
ル
ダ
ー

に
応
募
す
る
社
員
と
親
密
な

相
談
打
ち
合
わ
せ
。
新
た
な

転
勤
ル
ー
ル
の
締
結
。
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
対
応
。

精
勤
手
当
の
評
価
と
運
用
。

な
ど
大
き
く
７
項
目
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

「
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
会
社
に
お
け
る
業
務
範
囲

拡
大
と
労
働
条
件
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

【
第
２
次
、
改
善
要
求
】(

申
し
入
れ
、
９
／
５)

第４８回

衆議院議員 総選挙

大切なことは、

選挙に行くこと

１票をムダにしないこと



連
合
は
９
月
１
０
日
、
北

海
道
根
室
市
納
沙
布
岬
に
於

い
て
平
和
行
動
の
一
環
と
し

て
、
２
０
１
７
平
和
行
動
in

根
室
を
開
催
し
た
。

連
合
の
平
和
行
動
は
、
大

き
く
４
つ
あ
る
。
沖
縄
、
長

崎
、
広
島
、
そ
し
て
根
室
の

「
北
方
領
土
返
還
」
運
動
で

あ
る
。

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

は
Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間

と
共
に
参
加
し
た
。

一
日
目
「
北
方
四
島
学
習

会
」
、
二
日
目
「
２
０
１
７

平
和
ノ
サ
ッ
プ
集
会
」
が
開

催
さ
れ
参
加
し
た
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
占
拠

さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
７
２

年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、

日
本
と
対
ソ
連
、
対
ロ
シ
ア

と
の
交
渉
は
一
進
一
退
を
繰

り
返
し
つ
つ
も
、
い
ま
だ
返

還
へ
の
道
筋
は
見
え
て
い
な

い
。北

方
領
土
返
還
運
動
の
原

点
の
地
で
あ
る
、
北
海
道
根

室
市
納
沙
布
岬
に
全
国
か
ら

集
結
し
た
仲
間
と
共
に
、
北

方
領
土
四
島
の
現
状
や
元
島

民
の
方
々
の
故
郷
へ
の
強
い

思
い
を
感
じ
、
返
還
に
向
け

た
取
り
組
み
等
を
地
域
や
職

場
に
持
ち
帰
り
、
北
方
領
土

問
題
を
含
め
た
平
和
運
動
に

つ
い
て
共
有
化
を
図
っ
て
い

く
も
の
と
す
る
。

太
平
洋
戦
争
に
関
し
、
平

和
の
大
切
さ
を
訴
え
感
じ
さ

せ
る
映
画
に
「
は
だ
し
の
ゲ

ン
①
②
」
「
火
垂
る
の
墓
」

が
有
名
だ
。
北
方
領
土
に
関

し
て
は
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」

が
あ
る
。
色
丹
島
の
当
時
の

実
態
が
悲
壮
的
で
は
な
く
前

向
き
に
描
か
れ

て
い
る
。
戦
後

数
十
年
経
っ
て

開
か
れ
た
同
窓

会
は
感
慨
深
い
。

Ｊ
Ｒ
連
合･

東
北
地
方
協
議

会
は
９
月
２
６
日
、
仙
台
市

内
に
於
い
て
委
員
会
構
成
員
、

来
賓
・
傍
聴
を
含
め
て
２
０

名
が
参
集
す
る
中
で
定
期
委

員
会
を
開
催
し
、
新
た
な
体

制
を
構
築
し
た
。

来
賓
は
３
名
を
迎
え
挨
拶

を
受
け
た
。

・
中
山
Ｊ
Ｒ
連
合
組
織
政
治

部
長
。
・
橋
本
全
国
交
運
共

済
東
北
事
業
本
部
東
北
支
所

事
業
副
本
部
長
。
・
菅
野
Ｊ

Ｒ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
中
央

本
部
執
行
委
員
長
。

水
間
議
長
（
挨
拶
）

２
年
前
の
組
織
混
乱
に
よ

る
組
織
の
立
て
直
し
、
貨
物

鉄
産
労
と
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

の
協
力
で
何
と
か
Ｊ
Ｒ
連
合

の
旗
を
守
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
先
、
問
題
は
山
積
し
て

い
る
が
２
つ
の
単
組
が
協
力

し
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
を
守
り
拡

大
し
て
い
こ
う
と
訴
え
た
。

【
新
議
長
・
就
任
】

★
新
議
長：

添
田
寿
男
氏

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
仙
台
地

方
本
部
執
行
委
員
長
）
を
選

出
し
確
認
し
た
。

添
田
新
議
長
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
旗
を
貨
物
鉄
産
労
と
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
が
協
力
し
両

単
組
の
組
織
拡
大
を
通
じ
て

東
北
６
県
に
、
よ
り
多
く
の

Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
を
掲
げ
よ
う

と
力
強
く
訴
え
た
。
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連合２０１７平和行動in根室
ＪＲＥユニオン仲間と共に参加

北方領土は日本固有の領土！

択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島

早期返還を求める思いを共有しよう！

１億の切なる願ひ島帰れ、この間近なる岬に叫ぶ

ノサップ岬より各島への距離

・貝殻島まで 3,700ｍ

・水晶島まで 7,040ｍ

・秋勇留島まで 13,700ｍ

・志発島まで 25,560ｍ

・多楽島まで 45,560ｍ

・色丹島まで 73,340ｍ

・国後島まで 37,410ｍ

・択捉島まで 109,640ｍ

Ｊ
Ｒ
連
合

東
北
地
方
協
議
会

第
26
回

定
期
委
員
会

終
え
る

匠
・
紹
介

記
事
で
は
相
田
さ
ん
の
人

柄
や
、
写
真
愛
好
家
と
し
て

は
ま
り
込
ん
だ
経
緯
、
コ
ン

テ
ス
ト
で
の
多
く
の
賞
の
受

賞
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
る
。

相
田
さ
ん
は
、
景
色
（
風

景
）
の
中
に
あ
る
物
語
を
、

如
何
に
撮
影
し
て
作
品
に
す

る
か
を
自
問
自
答
し
な
が
ら

作
品
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
写
真
の
魅
力
や
写

真
の
持
っ
て
い
る
力
を
多
く

の
方
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い

と
、
様
々
な
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
に
挑
戦
し
応
募
を
続
け

て
い
る
。
是
非
、
ご
一
読
を
。

（
本
記
事
は
、
本
紙
第
２
９
号

に
掲
載
し
た
内
容
を
一
部
修
正

し
再
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

題
名：

「
前
進
」

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め

一
瞬
の
表
情
を
切
り
撮
る

趣
味
の
域
を
超
え
る
写
真
愛
好
家
、
仙
台
地
本
の
相
田
勝

仁
さ
ん
が
Ｊ
Ｒ
連
合
の
機
関
誌
「
て
る
み
に
」
NO
・
40

２
０
１
７
年
８
月
号
「
匠
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。


